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6月
定例議会

平成25年
　６月定例議会は、６月７日から28日までの会期22日間の日程で開催
されました。平成25年度一般会計補正予算、サイクリングターミナル
設置及び管理条例の改正、市職員給与の減額に関する条例の制定など、
議案14件、推薦１件、選任１件、承認２件、報告16件、決議１件を審
議しました。
　主な議案等と審議経過の概要をお知らせします。
　なお、最終ページに「ほうふ市議会だより」に関するアンケートの集
計結果を載せています。

6月
定例議会

■�

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
管
理

に
つ
い
て
新
た
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
た
め
、
管
理

の
基
準
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。

■
市
職
員
給
与
の
減
額
に
関
す
る
条
例

　

国
の
給
与
減
額
に
準
じ
て
本
市
職
員
の
給
与

を
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
６
・
３
％
減
額
す
る
条
例
は
否
決
し
ま

し
た
。
本
会
議
で
の
賛
否
の
討
論
は
、
３
頁
上

段
の
焦
点
を
参
照
下
さ
い
。（
賛
否
№
３
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

再
任　

門か
ど

田た

美み

和わ

子こ

（
大
字
上
右
田
）

　

新
任　

中な
か

谷た
に

加か

代よ

子こ

（
大
字
伊
佐
江
）

　

新
任　

上う
え

田だ

和か
ず

義よ
し

（
八
王
子
一
丁
目
）

■
「
潮
彩
市
場
防
府
」
を
指
定
管
理

　

水
産
総
合
交
流
施
設
「
潮
彩
市
場
防
府
」
に

つ
い
て
は
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

ま
で
の
２
年
９
カ
月
、「
潮
彩
市
場
ほ
う
ふ
振

興
事
業
協
同
組
合
」
を
指
定
管
理
者
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 条 

例

人
事
・
一
般
議
案

■
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

　

東
塩
屋
線
ほ
か

12
路
線
の
認
定
、

経
過
地
の
編
入
、

終
点
変
更
に
よ
る

勝
間
鐘
紡
自
歩
道

線
ほ
か
３
路
線
の

変
更
を
し
ま
し

た
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
10
億

９
、
２
７
３
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
７
６
億
６
、
９
３
２
万

７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備

予
定
地
等
の
鑑
定
費
用
、
介
護
施
設
開
設
準
備

の
た
め
の
経
費
補
助
金
、
新
橋
牟
礼
線
（
牟
礼

柳
〜
酢
貝
）
道
路
整
備
の
測
量
設
計
委
託
料
、

市
指
定
文
化
財
阿
弥
陀
寺
仁
王
門
の
修
理
工
事

費
補
助
金
等
で
す
。

　

山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備
予
定
地
等
の
鑑
定

費
用
を
削
除
す
る
修
正
案
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
否
決
し
（
賛
否
№
１
）、
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。（
賛
否
№
２
）

■
市
出
資
法
人
の
経
営
状
況
報
告

　

９
つ
の
出
資
法
人
（
土
地
開
発
公
社
、ス
ポ
ー

予 

算
報 

告

ツ
セ
ン
タ
ー
、
住
宅
協
会
、
公
営
施
設
管
理
公

社
、
社
会
福
祉
事
業
団
、
水
道
セ
ン
タ
ー
、
文

化
振
興
財
団
、
農
業
公
社
、
地
域
工
芸
・
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
公
益
法
人
改
革

に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
住
宅
協
会
、
公

営
施
設
管
理
公
社
は
平
成
25
年
３
月
31
日
に
解

散
し
ま
し
た
。

■�

松
浦
市
長
の
議
会
基
本
条
例
へ
の
認
識
を
改

め
、
反
省
を
求
め
る
決
議

　

６
月
19
日
の
予
算
委
員
会
全
体
会
で
、
休
憩

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
松
浦
市
長
は
、「
勝

手
に
議
会
の
基
本
条
例
を
つ
く
っ
て
、
反
問
権

も
認
め
な
い
。
反
問
権
を
、ど
こ
の
議
会
も
持
っ

て
い
る
。」
と
い
っ
た
主
旨
の
発
言
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

決
議
案
は
、
議
会
基
本
条
例
は
、
市
長
が
制

定
さ
れ
た
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
市
執
行
部
と
の
協
議
を
経

て
制
定
さ
れ
て
お
り
、
議
会
が
勝
手
に
つ
く
っ

た
も
の
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
県

内
の
市
議
会
で
は
、
下
関
、
山
陽
小
野
田
市
議

会
が
防
府
市
議
会
と
ほ
ぼ
同
じ
反
問
権
の
条
文

を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
市
長
に
誤
っ
た

認
識
を
改
め
ら
れ
、
反
省
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
決
議
案
に
対
し
て
、
市
長
に
は
誤
認
が

あ
り
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
決
議
と

い
う
形
に
は
反
対
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。（
賛
否
№
５
）

決 

議

条 

例

サイクリングターミナル

勝間鐘紡自歩道線
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焦
点 

職
員
給
与
の
削
減

　
削
減
案
は
否
決
。
賛
否
の
討
論
を
紹
介
し
ま
す
。

■
削
減
に
賛
成

和
田
敏
明
（
和
の
会
）　

国
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
確

保
の
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
を
削
減
。
職
員
は
公
僕
と
は

い
え
、
更
な
る
給
与
削
減
は
生
活
設
計
に
影
響
し
、
苦
し
い
決

断
だ
。
国
は
地
方
交
付
税
削
減
の
方
針
で
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。
豪
雨
災
害
で
は
全
国
か
ら
励
ま
さ
れ

た
。職
員
給
与
を
削
減
さ
れ
財
源
確
保
す
る
英
断
に
賛
成
す
る
。

�

■
削
減
に
反
対

今
津
誠
一
（
和
の
会
）　

①
景
気
を
良
く
し
て
賃
金
の
上
昇
、

消
費
の
拡
大
で
デ
フ
レ
を
解
消
す
る
と
い
う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

反
す
る
。
②
国
家
公
務
員
の
給
料
削
減
は
、
成
長
戦
略
の
な
い

民
主
党
政
権
下
で
の
決
定
で
、今
日
こ
れ
に
従
う
必
要
は
な
い
。

③
防
府
市
は
既
に
職
員
定
数
や
給
与
の
削
減
を
実
施
し
て
き

た
。
④
市
経
済
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
市
内
景
気
は

落
ち
込
む
。
⑤
全
国
市
長
会
は
こ
れ
に
反
対
し
、
萩
、
美
祢
、

岩
国
市
等
は
削
減
し
な
い
。
⑥
削
減
相
当
分
２
億
円
は
市
内
共

通
商
品
券
購
入
を
職
員
に
お
願
い
し
、
景
気
浮
揚
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

山
本
久
江
（
日
本
共
産
党
）　

全
国
地
方
６
団
体
が
共
同
声
明

で
、
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
の
強
制
は
、
地
方
自
治
の
根
幹

に
か
か
わ
る
問
題
と
抗
議
。
地
方
公
務
員
給
与
は
地
方
公
務
員

法
に
よ
り
、
条
例
で
決
ま
る
。
県
内
４
市
２
町
は
削
減
し
な
い

方
針
で
、
職
員
削
減
、
給
与
減
額
の
既
に
実
施
を
理
由
と
し
て

い
る
。
防
府
市
も
職
員
を
削
減
し
、
人
口
１
万
人
当
り
の
一
般

行
政
職
員
数
は
県
内
13
市
で
最
少
。
厳
し
い
経
済
状
況
で
、
大

幅
な
給
与
削
減
は
民
間
に
影
響
し
、
地
域
経
済
も
マ
イ
ナ
ス
。

田
中
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）　

国
が
自
主
財
源
の
地
方
交
付
税

を
使
い
職
員
給
与
を
下
げ
さ
せ
る
の
は
地
方
自
治
の
根
幹
を
ゆ

る
が
す
問
題
。
地
方
公
務
員
給
与
は
自
治
体
で
決
め
る
も
の
。

地
域
経
済
へ
の
影
響
も
あ
る
。

　

４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た

本
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年

度
防
府
市
生
活
交
通
利
用
促

進
月
間
報
告
、
防
府
市
に
お

け
る
生
活
交
通
網
再
編
成
に

関
す
る
研
究
及
び
生
活
交
通

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
つ
い
て
、
執
行
部
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
今
年
度
は
、
交
通
体
系

の
中
で
、
生
活
交
通
を
最
も

重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
者
、

路
線
バ
ス
運
行
事
業
者
、
地

区
住
民
と
意
見
交
換
し
、
新

た
な
生
活
交
通
体
系
を
提
言

し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。」

と
の
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

が
、「
最
初
か
ら
生
活
交
通

に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、

都
市
計
画
道
路
や
港
湾
関
係

な
ど
防
府
市
の
全
て
の
交
通

体
系
の
現
状
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
る
べ
き
だ
。」
と
の

提
案
を
受
け
、
ま
ず
は
全
て

の
交
通
体
系
の
現
状
に
つ
い

て
関
係
部
局
か
ら
説
明
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た

本
委
員
会
で
は
、港
湾
整
備
、

幹
線
道
路
の
整
備
、
生
活
道

路
の
整
備
及
び
都
市
計
画
道

路
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
執

行
部
か
ら
現
状
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
事
業
と
し
て
、
三
田
尻
港

に
耐
震
岸
壁
を
造
る
計
画
が

あ
る
こ
と
、
市
と
し
て
、
潮

彩
市
場
活
性
化
の
た
め
、
県

所
有
の
緑
地
の
再
整
備
を
県

に
要
望
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
野
島
航
路
の
船
着
場
を

潮
彩
市
場
側
に
移
設
す
る
構

想
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
生
活
交
通
シ
ス

テ
ム
、
Ｊ
Ｒ
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
に
つ
い
て
執
行
部

の
説
明
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ

て
い

ま
す
。

総
合
交
通
体
系
調
査
特
別

委
員
会
の
報
告

(

４
月
16
日
・
５
月
28
日
開
催)

賛
否
№

平成25年６月定例会

会派・議員名
賛
否
の
合
計

議
決
結
果

和の会 絆 明政会 公明党 政龍
会

日本
共産
党

市
民
ク
ラ
ブ

無
所
属
の
会

今
津
清
水
田
中
敏
中
林
平
田
藤
村
和
田
安
藤
河
杉
重
川
三
原
山
田
上
田
松
村
行
重
吉
村
髙
砂
山
下
山
根
橋
本
安
村
木
村
山
本
田
中
健
久
保
賛
成
反
対

1 
平成25年度一般会計補正予算（山頭
火ふるさと館整備予定地鑑定経費を
削除する修正案）

× × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － × × × × × ○ ○ ○ × 10 13 否決

2 （原案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 14 10 可決

3 市職員給与の減額に関する条例制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × － × ○ ○ ○ × × × × × × 9 15 否決

4 平成25年度防府市一般会計補正予算（市職員の給与減額に伴う経費追加案）× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × － × ○ ○ ○ × × × × × × 9 15 否決

5 
防府市長松浦正人君に防府市議会基
本条例に対する誤った認識を改めら
れ、反省を求める決議

× × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 10 可決

※賛否の態度が異なる議案等を掲載しています。ここに掲載していない11議案は、全会一致で可決しました。
※行重議員は議長のため、通常は採決に加わりません。

─ 賛否が分かれた議案に対する議員の態度 ─ ○賛成　×反対

野島航路船着場
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一 般 質 問Q&AQ&A

問�　

野
島
の
船
着
場
も
含
め

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
？

市
長�　

改
正
さ
れ
た
三
田
尻

中
関
港
港
湾
計
画
の
中
に
も

野
島
航
路
の
移
設
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
利

用
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

て
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
る
。

問�　

港
イ
ベ
ン
ト
等
の
計
画

の
活
性
化
戦
略
は
？

市
長�　

潮
彩
市
場
防
府
で
、

定
例
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。
新
た
な
企
画
も
立

て
て
い
き
た
い
。

問�　

県
は
、県
内
統
一
の〝
や

ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
〟
の
登
録

制
度
を
始
め
て
い
る
が
、
防

府
の
水
産
物
等
の
ブ
ラ
ン
ド

Ｐ
Ｒ
対
応
は
？

産
業
振
興
部
長�　

天
神
鱧は
も

の

ブ
ラ
ン
ド
事
業
を
推
進
し
て

い
る
が
、
新
た
な
開
発
も
含

め
検
討
し
た
い
。

問�　

公
募
等
で
、
市
民
提
案

型
の
港
活
性
化
事
業
も
取
り

組
む
べ
き
で
は
？

土
木
都
市
建
設
部
長�　

県
へ

提
案
し
た
い
。

問�　

潮
彩
市
場
周
辺
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
防
犯
灯
の
整
備

予
定
は
？

土
木
都
市
建
設
部
長�　

県
へ

提
案
し
た
い
。

問�　

潮
彩
市
場
周
辺
の
県
有

地
は
、
雑
草
が
繁
茂
し
管
理

さ
れ
て
い
な
い
が
？

土
木
都
市
建
設
部
長�　

県
へ

対
策
を
要
望
し
て
い
る
。

問�　

市
民
が
楽
し
め
る
憩
い

の
場
と
し
て
、
ま
と
ま
っ
た

桜
や
梅
の
植
樹
計
画
は
？

市
長�　

平
成
２１
年
度
か
ら
平

成
２６
年
度
に
か
け
て
、
記
念

植
樹
を
計
画
し
て
い
る
。

問�　

企
業
や
団
体
か
ら
ま
と

ま
っ
た
植
樹
寄
付
の
要
望
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
？

土
木
都
市
建
設
部
長�　

場
所

も
含
め
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

防
府
市
が
考
え
る

　
　
　
　
港
の
活
性
化
戦
略
！

山
田
　
耕
治
（
絆
）

農
業
の
振
興
に
つ
い
て橋

本　
龍
太
郎
（
政
龍
会
）

問�　

新
政
権
と
な
り
国
、
県

の
ス
ピ
ー
ド
は
確
実
に
ア
ッ

プ
す
る
。
こ
の
動
向
を
注
視

し
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
対
応
し
て
欲
し
い
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
、
防

府
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

２
０
２
０
の
特
定
農
業
法
人

数
の
目
標
を
５
団
体
か
ら

も
っ
と
増
や
す
べ
き
で
は
。

市
長�　

現
在
３
団
体
、
残
り

２
団
体
が
協
議
中
で
あ
る
。

増
や
す
に
は
圃ほ

場
整
備
が
条

件
で
大
道
以
外
の
地
域
と
も

協
議
を
進
め
た
い
。

問�　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
本

市
へ
の
影
響
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て

市
長�　

試
算
し
て
な
い
が
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
魅
力

あ
る
農
業
振
興
に
努
め
た
い
。

問�　

農
業
振
興
の
た
め
の
長

期
計
画
は
。

市
長�　

市
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
を
策
定
し
、
振
興
を

推
進
す
る
地
域
指
定
や
担
い

手
育
成
、
安
定
的
な
就
業
の

促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
平
成
25
、
26
年
度
に
計

画
の
見
直
し
を
予
定
し
て
お

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
生

の
声
を
聞
き
、
見
直
し
に
活

か
し
た
い
。

問�　

地
産
地
消
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

市
長�　

富
海
な
ど
３
小
学
校

を
モ
デ
ル
に
給
食
の
食
材
と

し
て
９
農
産
品
を
利
用
し
て

成
果
が
あ
り
、
全
小
学
校
に

拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

問�　

オ
ラ
ン
ダ
農
業
の
よ
う

に
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
導
入
し

た
農
業
振
興
を
。

産
業
振
興
部
長�　

オ
ラ
ン
ダ

で
は
国
の
施
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
国
の
施
策
を

注
視
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問�　

道
の
駅
設
置
の
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長�　

す
で
に
Ｊ

Ａ
な
ど
の
民
間
施
設
が
あ

り
、
現
時
点
で
は
計
画
は
な

い
が
、
民
間
の
動
き
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

　６月定例議会では、17名の議員が市政について質
問に立ちました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細に
ついては、会議録を９月上旬に製本しますので、市
役所１号館閲覧コーナー、防府図書館でご覧くださ
い。また、防府市議会のホームページでも会議録を
見ることができます。
　なお、本欄は、議員本人が質疑の内容を要約した
ものを掲載しております。

県が管理している公園
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問�　

駅
北
公
有
地
に
つ
い
て

今
後
の
活
用
計
画
は
？

市
長�　

旧
商
工
会
議
所
会
館

等
用
地
か
ら
、
旧
八
王
子
ア

パ
ー
ト
用
地
ま
で
面
積
合
計

７
、２
０
０
㎡
が
あ
り
、
こ

の
活
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
６
月
に
設
置
さ
れ

た
庁
内
検
討
会
議
で
、
早
急

に
市
と
し
て
の
方
針
を
決
定

し
、
議
会
と
の
協
議
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
検
討
し
て
い
く
。

問�　

Ｊ
Ｔ
跡
地
は
ど
う
か
？

市
長�　

Ｊ
Ｔ
に
よ
る
と
６
月

下
旬
か
ら
７
月
に
役
員
会
を

開
き
取
り
扱
い
を
決
め
た

い
、
と
の
こ
と
で
す
。
14
万

㎡
も
の
広
大
な
用
地
で
あ

り
、
本
市
に
と
っ
て
は
、
大

き
な
雇
用
力
を
持
つ
企
業
が

立
地
す
る
と
い
う
こ
と
が
最

重
要
と
考
え
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
マ
ツ
ダ
、
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
、
協
和
発
酵
バ
イ
オ

東
海
カ
ー
ボ
ン
の
各
取
引
企

業
４
６
５
社
と
食
品
等
の
内

需
関
連
企
業
６
０
０
社
、
ま

た
企
業
情
報
調
査
で
山
口
県

へ
の
進
出
を
希
望
さ
れ
て
い

る
20
社
へ
用
地
情
報
の
提
供

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｔ
所
有
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡
地
と

し
て
９
万
㎡
の
土
地
が
あ

る
。
Ｊ
Ｔ
で
は
こ
れ
ま
で
に

３
回
の
自
主
調
査
を
実
施
、

山
口
環
境
保
健
所
か
ら
は
、

是
正
の
命
令
等
は
出
さ
れ
た

こ
と
は
な
く
、
土
地
の
形
質

変
更
時
、
保
健
所
か
ら
の
特

段
の
指
導
が
な
け
れ
ば
、
利

用
制
限
は
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

要
望�　

近
辺
に
は
な
い
サ
ッ

カ
ー
競
技
場
と
す
る
案
は
ど

う
か
。
多
く
の
流
入
人
口
が

期
待
で
き
る
。

防
府
市
経
済
再
生
プ
ラ
ン
の

公
募

問�　

市
民
の
知
恵
を
活
か

し
、
課
題
を
共
有
す
る
為
に

プ
ラ
ン
を
公
募
し
て
は
。

市
長�　

有
効
な
手
段
だ
が
、

ま
ず
は
庁
内
で
検
討
し
た
い
。

中
小
企
業
の
育
成
支
援

問�　

経
営
者
の
人
材
育
成
は

極
め
て
重
要
。
具
体
的
支
援

策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

産
業
振
興
部
長�　

商
工
会
議

所
等
の
支
援
機
関
と
連
携
し

て
努
め
た
い
。

山
口
大
学
と
の
連
携
協
定

問�　

大
学
の
「
知
」
と
自
治

体
が
連
携
す
る
こ
と
は
両
者

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
山
大
の
研
究
成
果
活
用

の
た
め
、
協
定
を
締
結
し
て

は
。

総
務
部
長�　

現
在
、
個
別
協

定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
柔

軟
に
対
応
し
た
い
。

起
業
家
の
育
成
支
援
策

問�　

内
発
的
発
展
を
促
す

為
、
起
業
家
志
望
者
に
研
修

や
情
報
収
集
の
「
場
」
を
提

供
し
、起
業
熱
を
高
め
て
は
。

産
業
振
興
部
長�　

起
業
志
望

者
の
意
向
も
調
査
し
、
検
討

し
た
い
。

植
物
工
場
の
建
設
に
よ
る
農

の
振
興
と
雇
用
創
出

問�　

植
物
工
場
で
の
野
菜
生

産
は
安
定
収
入
が
見
込
め
、

多
く
の
雇
用
が
生
み
出
せ

る
。
企
業
の
農
業
参
入
を
促

し
て
は
。

産
業
振
興
部
長�　

植
物
工
場

の
シ
ス
テ
ム
等
を
調
査
研
究

し
、企
業
等
へ
紹
介
し
た
い
。

雇
用
創
出
プ
ラ
ン
の
早
期
策
定

問�　

昨
年
６
月
頃
に
策
定
予

定
だ
っ
た
が
。早
期
策
定
を
。

産
業
振
興
部
長�　

県
と
共
に

策
定
し
た
雇
用
開
発
計
画
を

基
に
２
０
０
名
の
雇
用
創
出

に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
観
光
振
興

防
府
市
経
済
再
生
戦
略
に
つ
い
て

今
津　
誠
一
（
和
の
会
）

問�　

海
岸
部
な
ど
の
浸
水
被

害
の
防
止
や
早
期
の
復
旧
の

た
め
、「
移
動
式
ポ
ン
プ
場
」

の
機
能
を
有
す
る
大
型
の
排

水
ポ
ン
プ
車
の
導
入
が
必
要

と
考
え
る
が
、そ
の
予
定
は
。

産
業
振
興
部
長�　

排
水
ポ
ン

プ
車
は
、
浸
水
災
害
の
応
急

的
な
排
水
を
行
う
に
は
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
各
関
係
機

関
に
お
い
て
も
導
入
が
な
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
当
市
に

お
い
て
も
導
入
に
向
け
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問�　

幸
せ
ま
す
ウ
ィ
ー
ク
の

実
施
結
果
と
今
後
の
課
題
は
。

市
長�　

第
３
回
幸
せ
ま
す
ウ

ィ
ー
ク
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

「
Ｇ
級
グ
ル
メ
in
防
府
」
は

１
万
５
千
人
の
来
場
が
あ
っ

た
。
特
に
、
天
満
宮
の
大
石

段
を
利
用
し
て「
幸
せ
ま
す
」

の
文
字
を
描
い
た
花
回
廊
が

週
刊
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で

紹
介
さ
れ
、
例
年
以
上
に
賑

わ
い
が
生
ま
れ
た
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
経
営
者
の
高
齢

化
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
等
の
実

施
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
市
と
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
。

問�　

①
「
体
罰
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結
果
の
公

表
は
。

②
「
体
罰
」
を
行
っ
た
教
諭

の
「
懲
戒
」
の
ル
ー
ル
化
と

公
表
は
さ
れ
て
い
る
か
。

③
今
後
は
、
体
罰
の
防
止
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長�　

①
県
全
体
で
の
公

表
は
あ
る
が
、
市
町
単
位
の

公
表
は
さ
れ
て
い
な
い
。

②
県
に
お
い
て
、
懲
戒
処
分

の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、

公
表
さ
れ
て
い
る
。

③
教
職
員
に
は
研
修
会
を
行

い
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様

に
は
学
校
運
営
協
議
会
を
通

じ
て
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

災�

害
時
の
低
地
排
水
、
中
心
市
街
地
活

性
化
、
体
罰
の
な
い
教
育
に
つ
い
て

吉
村
　
弘
之
（
明
政
会
）

用
途
不
明
土
地
等
の
今
後
に
つ
い
て

安
藤　
二
郎
（
絆
）ＪＴ産廃最終処分場跡地
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胃
が
ん
予
防
に
つ
い
て

胃
が
ん
リ
ス
ク(

ピ
ロ
リ
菌)

検
診
の
導
入
に
つ
い
て

山
下
　
和
明
（
公
明
党
）

問�　

厚
生
労
働
省
は
本
年
２

月
２１
日
、
胃
が
ん
の
大
き
な

原
因
と
さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌
の

感
染
に
よ
る
慢
性
胃
炎
に
つ

い
て
、
除
菌
治
療
を
保
険
診

療
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。最
近
の
研
究
で
は
、

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
に
よ
っ
て

胃
の
萎
縮
が
進
む
と
、
一
部

が
胃
が
ん
に
進
展
、
胃
が
ん

の
ほ
と
ん
ど
が
ピ
ロ
リ
菌
に

よ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
胃
が
ん
は
ピ
ロ
リ
菌
感

染
と
深
く
関
わ
り
が
あ
り
、

予
防
で
き
る
が
ん
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
を

調
べ
る
血
液
検
診
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い

る
。
本
市
で
も
ピ
ロ
リ
菌
に

よ
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
を
判
定

す
る
検
診
事
業
を
導
入
で
き

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長�　

胃
が
ん
の

原
因
と
し
て
、
ピ
ロ
リ
菌
以

外
に
も
食
生
活
や
食
習
慣
が

関
係
し
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス

が
要
因
と
い
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
年
１
回
定
期
的
に
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、
一
層
の
啓
発
に
努
め
た

い
。
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
こ
の
検

診
に
ど
う
い
う
形
で
着
手
で

き
る
か
、
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

要
望�　

本
市
の
胃
が
ん
検
診

受
診
率
は
非
常
に
低
く
、
が

ん
の
死
因
の
中
で
２
位
で
あ

る
。
ピ
ロ
リ
菌
検
診
は
血
液

検
査
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診
に

入
れ
込
ん
で
ほ
し
い
。
ピ
ロ

リ
菌
を
除
菌
で
き
れ
ば
胃
が

ん
の
治
療
に
か
か
る
医
療
費

を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
な

る
。
胃
が
ん
に
な
っ
て
か
ら

の
手
当
で
は
な
く
、
胃
が
ん

に
な
る
前
の
予
防
の
検
査
で

あ
る
の
で
早
い
時
期
の
導
入

を
期
待
す
る
。

問�　

認
知
症
の
方
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

が
あ
る
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
養
成
講
座
の
受
講
状
況

と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
状
況
、
今
後
の

支
援
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

市
長�　

７
年
間
に
59
人
が
受

講
し
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

に
な
っ
て
い
る
。
６
年
間
に

41
回
開
催
し
、
１
、３
２
８

人
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

い
る
。
認
知
症
の
正
し
い
知

識
の
普
及
や
啓
発
と
併
せ
、

地
域
で
認
知
症
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
る
た
め
に
は
、
相

談
体
制
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
が
大
変
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。

問�　

介
護
給
付
費
の
抑
制
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。
対
策

と
し
て
介
護
予
防
が
あ
る

が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長�　

一
次
予
防
事
業
は
、

介
護
予
防
の
知
識
の
啓
発
及

び
日
常
生
活
に
実
践
的
な
介

護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。
二
次
予
防
事
業
は
、
対

象
者
把
握
の
た
め
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
配
布

し
、
介
護
予
防
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
地

域
の
各
団
体
等
が
自
主
的
な

介
護
予
防
活
動
が
行
え
る
よ

う
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
。

問�　

本
市
の
認
知
症
の
方
の

人
数
と
市
職
員
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

の
人
数
は
。

健
康
福
祉
部
長�　

認
知
症
の

方
が
３
、５
７
８
人
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は
10
人
、
サ

ポ
ー
タ
ー
は
48
人
で
あ
る
。

問�　

本
市
の
職
員
全
員
を
サ

ポ
ー
タ
ー
に
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長�　

市
職
員
全

員
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
よ

う
に
努
力
す
る
。

小
学
校
と
公
民
館
の
一
体
化
を

空
き
家
条
例
に
つ
い
て

久
保
　
潤
爾
（
無
所
属
の
会
）

問�　

地
域
で
の
教
育
力
を
高

め
、
施
設
機
能
を
強
化
す
る

た
め
、
小
学
校
と
公
民
館
を

一
体
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長�　

学
校
の
地
域
連
携
機

能
強
化
へ
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
る
有
効
な
提
案
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
中
で
一
つ
の
重
要
な
視
点

と
し
て
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問�　

施
設
の
所
管
で
あ
る
教

育
委
員
会
の
考
え
は
ど
う
か
。

教
育
部
長�　

地
域
ぐ
る
み
の

教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
の

で
き
る
両
施
設
の
一
体
化
に

つ
い
て
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
の
中
で
一
定
の

方
向
づ
け
を
行
い
た
い
。

問�　

空
き
家
条
例
制
定
後
の

通
報
件
数
と
処
理
状
況
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

条
例

制
定
後
は
７０
件
の
通
報
が
あ

り
、
措
置
完
了
し
た
も
の
が

５
件
で
あ
る
。

問�　

処
理
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
要
因
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

私
有

財
産
に
関
す
る
こ
と
に
加

え
、
相
続
、
所
有
権
、
登
記

の
問
題
等
が
複
合
し
て
い
る
。

問�　

職
員
の
体
制
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

都
市

計
画
課
の
２
名
で
対
応
。
案

件
に
よ
っ
て
他
の
課
と
連
携

し
て
行
っ
て
い
る
。

問�　

通
報
者
に
対
し
て
状
況

報
告
は
さ
れ
て
い
る
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

途
中

経
過
も
含
め
て
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

問�　

条
例
に
行
政
代
執
行
条

項
を
加
え
る
考
え
は
な
い
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

行
政

代
執
行
を
条
項
に
加
え
る
こ

と
の
有
効
性
と
、
諸
制
度
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
、
見
直

し
条
項
に
あ
わ
せ
て
法
的
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
今
後
の
推
移
に
よ
る
介
護
保
険
に
つ
い
て

上
田　
和
夫
（
明
政
会
）

西浦公民館

ピロリ菌



ほうふ市議会だより〈No.30〉

7

線
を
使
う
の
で
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
上
、
問
題
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
現

在
の
シ
ス
テ
ム
は
堅
持
し
た

い
。

問�　

現
在
防
府
市
で
運
用
し

て
い
る
電
子
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
か
。

総
務
部
長�　

防
府
市
で
は
基

本
的
に
外
部
に
接
続
で
き

ず
、庁
内
で
完
結
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

は
守
ら
れ
て
い
る
。

意
見�　

直
接
に
シ
ス
テ
ム
を

扱
う
の
は
地
方
自
治
体
な
の

で
、
市
民
の
個
人
情
報
流
出

な
ど
が
な
い
よ
う
、
事
前
の

準
備
と
厳
重
な
管
理
を
お
願

い
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

◆�

自
転
車
利
用
環
境
整
備
に

つ
い
て

問�　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
成

立
し
実
施
さ
れ
る
が
本
市
に

お
い
て
実
際
に
運
用
と
な
る

時
期
と
行
程
は
。

市
長�　

運
用
時
期
の
予
定
は

平
成
27
年
10
月
に
、
す
べ
て

の
国
民
に
個
人
番
号
が
通
知

さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら

個
人
番
号
の
利
用
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、
国
で
制
度
の
詳

細
な
内
容
が
検
討
さ
れ
る

が
、
本
市
で
の
導
入
に
あ
た

り
、
組
織
体
制
や
業
務
の
見

直
し
、
条
例
の
制
定
や
改
正

が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の

改
修
も
必
要
に
な
る
。

問�　

国
は
個
人
情
報
の
漏
え

い
や
悪
用
を
防
ぐ
た
め
、
第

三
者
委
員
会
を
設
置
し
て
監

視
す
る
と
し
て
い
る
。
市
民

へ
の
制
度
の
説
明
と
市
民
の

個
人
情
報
保
護
に
留
意
さ
れ

た
い
。
個
人
情
報
漏
え
い
防

止
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

総
務
部
長�　

国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
内
容
は
現
時
点
で
定

か
で
は
な
い
。
行
政
専
用
回

問�　

昨
年
６
月
に
老
朽
化
へ

の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
公

共
施
設
の
更
新
問
題
を
取
り

上
げ
、
現
状
と
課
題
を
明
確

に
す
る
た
め
に
「
公
共
施
設

白
書
」
の
作
成
を
提
案
。
今

年
度
作
成
さ
れ
る
「
公
共
施

設
白
書
」
の
概
要
は
。
こ
の

対
策
は
期
間
も
必
要
で
あ

り
、
全
庁
挙
げ
て
の
取
り
組

み
が
重
要
。
統
括
担
当
部
署

を
新
た
に
設
置
す
べ
き
で
あ

り
、管
理
情
報
を
一
体
化
し
、

電
子
化
す
べ
き
で
は
。

市
長�　

こ
の
白
書
は
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
を
含
む
全
て
の
公

共
施
設
の
築
年
別
整
備
状

況
、
サ
ー
ビ
ス
実
態
等
を
整

理
し
、
今
後
40
年
間
の
大
規

模
修
繕
や
建
て
替
え
等
の
更

新
費
用
を
算
出
、更
に
分
析
・

評
価
を
行
う
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
後
の
公
共
施
設
の
再

編
整
備
を
検
討
す
る
際
の
有

効
な
資
料
と
な
る
。
今
後
、

統
括
的
な
管
理
部
署
の
設
置

と
管
理
情
報
の
電
子
化
を
一

体
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

次
期
行
政
経
営
改
革
の
重
要

問�　

防
府
総
合
用
水
の
円
筒

式
分
水
工
の
今
後
の
活
か
し

方
に
つ
い
て
ど
う
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

昭
和

34
年
、
防
府
土
地
改
良
区
に

よ
り
建
造
さ
れ
た
分
水
槽
は

直
径
が
３０
ｍ
あ
り
、「
日
本
一
」

の
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
５０

年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
申
請

し
、
用
水
や
景
観
の
重
要
性

を
市
民
に
知
ら
せ
る
と
共
に

市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い
。

問�　

小
水
力
発
電
の
可
能
性

と
併
せ
て
学
校
教
育
に
活
用

で
き
な
い
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　
「
佐

波
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
の

事
業
が
、
今
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
。
整
備
区
域
に
取
り

込
み
、
分
水
槽
の
上
流
付
近

に
水
車
を
設
置
。
水
力
発
電

の
仕
組
み
と
併
せ
て
日
本
一

の
施
設
が
あ
る
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
の
心
に
残
せ
れ
ば
と

思
う
。

問�　

稲
刈
り
後
の
水
路
の
水

量
を
増
や
せ
な
い
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

防
府

課
題
と
し
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

問�　

災
害
時
の
要
配
慮
者

（
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳

幼
児
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を

要
す
る
人
）
を
守
る
た
め
に

期
待
さ
れ
て
い
る
災
害
対
策

基
本
法
改
正
だ
が
、
避
難
行

動
要
支
援
者
の
把
握
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長�　

高
齢
者
に

つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
実
態

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
度
か
ら
ご
本
人
同
意
の
も

と
災
害
時
安
否
確
認
票
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

障
害
者
に
つ
い
て
は
今
年
度

か
ら
調
査
を
実
施
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
児
童
生
徒
の
人
権
教
育

土
地
改
良
区
と
国
交
省
と
の

取
り
決
め
で
11
～
４
月
は
毎

秒
約
２
ｔ
の
取
水
制
限
の
取

り
決
め
が
あ
る
。
河
川
工
事

の
関
係
も
あ
り
現
行
で
維
持

し
た
い
。

問�　

天
神
商
店
街
の
空
き
店

舗
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
長�　

現
在
６
店
舗
。
退
店

後
半
年
か
ら
５
年
経
過
、
１

店
舗
は
老
朽
化
で
使
用
不

可
。
１
月
現
在
、
３３
店
舗
が

営
業
し
て
お
り
、
振
興
組
合

へ
の
加
入
率
は
、
１６
店
舗
で

４８
％
。
半
数
以
上
は
民
家
や

駐
車
場
で
商
店
街
の
空
洞
化

が
目
立
っ
て
い
る
。「
防
府
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」

達
成
の
た
め
新
規
出
店
の
目

標
数
値
を
、
天
神
商
店
街
を

含
め
、
平
成
３２
年
度
ま
で
に

延
べ
３０
店
と
掲
げ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
つ
い
て

山
根　
祐
二
（
公
明
党
）

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
配
慮
者
の
把
握
に
つ
い
て

髙
砂　
朋
子
（
公
明
党
）

用
水
路
の
利
活
用
及
び

天
神
商
店
街
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中
林
　
堅
造
（
和
の
会
）

建て替えの対象となっている市役所庁舎
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う
、
案
内
看
板
の
設
置
を
検

討
す
る
。

要
望�　

以
前
、
大
道
の
業
者

が
農
地
に
会
社
事
務
所
や
作

業
所
を
設
置
し
、
都
市
計
画

法
違
反
を
し
て
い
た
が
、
市

が
取
り
締
ま
ら
ず
、
時
効
に

な
っ
た
。
公
平
な
対
応
を
お

願
い
す
る
。

問�　

野
島
小
・
中
学
校
と
茜
あ
か
ね

島
シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
事

業
の
存
続
に
つ
い
て
市
議
会

か
ら
全
会
一
致
で
決
議
が
さ

れ
た
が
、
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
ど
う
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。

教
育
長�　

平
成
２７
年
度
以
降

も
存
続
で
検
討
し
、
事
業
の

教
育
的
効
果
な
ど
を
保
護
者

や
生
徒
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

要
望�　

野
島
海
運
の
運
賃
の

減
額
、
小
学
校
へ
野
島
の
自

然
体
験

学
習
の

義
務
化

を
要
望

す
る
。

小
学
校
管
理
職
の
同
時
交
替

問�　

小
学
校
管
理
職
の
同
時

交
替
は
運
営
上
問
題
が
あ
る

と
思
う
が
。

教
育
長�　

管
理
職
の
人
事
は

県
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て

い
る
が
、
学
校
運
営
に
影
響

が
大
き
い
の
で
管
理
職
の
同

時
交
替
は
で
き
る
だ
け
避
け

る
よ
う
に
要
望
し
た
い
。

小
規
模
校
の
問
題
点

問�　

教
育
の
不
公
平
は
な
い

か
。

教
育
長�　

大
規
模
校
と
比
べ

切
磋
琢
磨
の
機
会
は
減
る
が

き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る
。

全
て
の
学
校
が
一
定
の
水
準

を
備
え
、
信
頼
さ
れ
る
学
校

と
な
る
様
に
支
援
し
た
い
。

問�　

各
教
科
の
専
門
教
師
が

配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長�　

教
科
数
よ
り
少
な

い
教
員
定
数
の
中
学
校
に
お

い
て
は
免
許
を
有
す
る
教
員

が
配
置
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
、
教
職
員
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
は
県
教
育
委
員
会
に

要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

武
道
の
選
択
制

問�　

授
業
の
実
情
は
ど
う
か
。

教
育
長�　

10
校
が
柔
道
を
選

択
、
２
学
期
に
10
時
間
程
度

の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
安

全
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
緊

急
マ
ニ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
。

問�　

年
間
を
通
じ
た
指
導
は

出
来
て
い
る
か
。

教
育
長�　

一
定
期
間
ま
と
め

て
学
習
し
た
ほ
う
が
効
果
は

高
い
と
考
え
て
い
る
。

問�　

外
部
指
導
員
の
派
遣
は
。

教
育
長�　

市
内
で
は
１
校
が

招し
ょ
う

聘へ
い

し
て
い
る
。
本
年
度
は

５
校
が
活
用
を
前
向
き
に
検

討
し
て
い
る
。

問�　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資

格
制
度
に
つ
い
て

教
育
長�　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
内
、
有
資
格
者
は
２
８
５

名
中
１
４
５
名
、
資
質
向
上

の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

問�　

駅
北
さ
く
ら
い
カ
メ
ラ

付
近
は
区
画
整
理
後
、
３
年

間
も
空
き
地
で
駅
前
の
顔
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
市
が
調

整
し
、
駅
北

の
核
・
起
爆

剤
に
な
る
も

の
を
誘
導
す

べ
き
で
な
い

か
。

市
長�　

各
地
権
者
の
相
談
窓

口
と
し
て
相
互
調
整
な
ど
の

支
援
を
す
る
。

問�　

公
会
堂
駐
車
場
の
出
口

は
細
い
通
路
側
に
あ
り
、
行

事
終
了
時
に
車
が
大
渋
滞
と

な
り
、
地
域
住
民
も
困
っ
て

い
る
の
で
対
策
を
。
公
会
堂

の
建
物
は
奥
に
あ
り
、
何
の

催
し
物
を
や
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
通
行
人
に

分
か
る
よ
う
車
道
に
面
す
る

敷
地
に
案
内
看
板
を
設
置
で

き
な
い
か
。

教
育
部
長�　

周
辺
住
民
に
啓

発
す
る
看
板
の
設
置
や
興
業

者
へ
の
指
導
を
行
い
、
渋
滞

緩
和
に
努
め
る
。
ま
た
、
公

会
堂
の
利
用
増
に
な
る
よ

学
校
現
場
で
の
問
題
点
に
つ
い
て

清
水　
浩
司
（
和
の
会
）

駅
北
の
空
き
地
を
起
爆
剤
に
！

野
島
シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
今
後
も
継
続
！

松
村
　
　
学
（
明
政
会
）

問�　

日
本
人
の
死
亡
原
因
の

第
３
位
と
な
っ
て
い
る
「
肺

炎
」
は
、
約
２
分
の
１
が
肺

炎
球
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
。防
府
市
で
は
、

こ
こ
１０
年
間
で
、
肺
炎
に
よ

る
死
亡
者
が
１
・
５
倍
に
増

え
、
平
成
23
年
度
の
死
亡
者

割
合
は
、
約
１３
％
と
全
国
・

県
平
均
を
上
回
る
状
況
だ
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
へ
の
助
成
制
度

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
長�　
「
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
」
の
有
効
性
を
広

く
市
民
へ
周
知
し
、
接
種
費

用
の
助
成
は
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問�　

医
療
費
の
心
配
を
せ
ず

に
安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ

る
よ
う
に
と
い
う
の
は
、
子

育
て
世
代
の
切
実
な
願
い
で

あ
る
。
全
国
の
自
治
体
で
、

入
院
で
は
中
学
校
卒
業
ま
で

の
無
料
化
が
過
半
数
に
の
ぼ

り
、
通
院
も
４
割
近
い
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
年

少
人
口
の
減
少
が
進
む
防
府

市
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

市
長�　

今
後
の
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
事
業
を
検
証

し
、
財
政
的
な
面
も
含
め
て

検
討
し
た
い
。

問�　

病
児
・
病
後
児
保
育
の

利
用
者
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
次
世
代
育
成
行
動
計
画

に
も
増
設
の
計
画
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
需
要
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
１
カ
所
増

や
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長�　

引
き
続
き
、
利
用
状

況
等
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

保
育
施
設
を
増
設
す
る
場
合

に
は
、
医
師
会
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
に

　
山
本
　
久
江
（
日
本
共
産
党
）

野島小・中学校

駅北空地
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問�　

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者

の
提
訴
ま
で
の
手
続
き
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

２
カ

月
以
上
の
滞
納
者
に
催
告
書

送
付
や
連
帯
保
証
人
へ
完
納

指
導
の
お
願
い
、
６
カ
月
以

上
ま
た
は
20
万
円
以
上
の
滞

納
者
に
は
法
的
措
置
を
取
る
。

問�　

提
訴
件
数
と
結
果
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

平
成

11
年
度
か
ら
実
施
し
、
１
０

５
件
で
滞
納
額
は
約
９
、
８

６
０
万
円
。
和
解
43
件
、
訴

訟
判
決
62
件
。

問�　

訴
訟
費
用
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

１
件

約
25
万
円
で
、
約
２
、
５
０

０
万
円
。
市
が
負
担
し
て
い

る
。

問�　

家
財
を
放
置
し
て
出
る

者
も
い
る
よ
う
だ
が
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

市
が

１
件
当
た
り
５
万
円
を
負
担

し
て
処
理
し
て
い
る
。

問�　

訴
訟
判
決
者
や
和
解

で
、
滞
納
家
賃
は
徴
収
で
き

て
い
る
の
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

ほ
と

ん
ど
徴
収
で
き
て
い
な
い
。

問�　

情
報
公
開
条
例
の
合
議

制
機
関
の
情
報
非
公
開
の
規

定
は
、
非
公
開
の
拡
大
に
つ

な
が
り
、
こ
の
規
定
を
削
除

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長�　

審
議
会
等
、
構
成
員

の
自
由
な
意
見
交
換
や
微
妙

な
討
議
が
困
難
に
な
る
場
合

は
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
定

め
た
も
の
で
、
安
易
に
非
公

開
と
し
な
い
よ
う
厳
格
に
運

用
し
て
き
た
。

意
見�　

県
内
13
市
中
７
市
が

こ
の
規
定
を
削
除
し
て
お

り
、早
急
に
見
直
す
べ
き
だ
。

問�　

市
教
育
振
興
計
画
の
素

案
が
示
さ
れ
た
が
、
国
の
第

２
期
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る

格
差
問
題
に
対
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
と
い
う
視

点
が
弱
く
、
学
習
機
会
の
均

等
、
教
育
費
負
担
軽
減
の
取

り
組
み
が
不
充
分
だ
。

教
育
長�　

経
済
的
支
援
や
教

育
支
援
は
、
今
後
の
方
向
性

と
し
て
重
要
で
あ
り
、
記
述

の
工
夫
や
基
本
施
策
の
項
目

の
１
つ
と
し
て
検
討
し
た

い
。

問�　

防
府
読
売
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
隆
盛
さ
せ
る
た
め
に
、

工
夫
し
て
き
た
事
は
何
か
。

市
長�　

毎
回
大
会
後
、
主
催

団
体
で
検
討
を
行
い
、
制
限

時
間
の
延
長
、
女
子
の
部
創

設
、コ
ー
ス
の
変
更
等
、数
々

の
改
善
や
工
夫
を
重
ね
て
き

て
お
り
ま
す
。

問�　

ま
だ
ま
だ
工
夫
、
改
善

す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
何
の
目
的
を
持
っ
て

大
会
を
開
催
し
て
い
る
の
か

な
ど
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
部
長�　

大
会
参
加
者
が

３
千
名
に
も
な
り
、
運
営
上

の
問
題
も
出
て
来
て
い
る
。

問�　

そ
の
参
加
者
と
遠
来
の

応
援
者
の
来
防
を
絶
好
の
機

会
と
し
て
捕
え
、前
日
受
付
、

滞
納
家
賃
の
大
半
が
徴
収
で
き
て
い
な
い

市　
営

住　
宅

提
訴
105
件
の
総
額
は
９
、８
６
０
万
円

三
原
　
昭
治
（
絆
）

情
報
公
開
条
例
の
見
直
し
、
教
育
費
の

　
負
担
軽
減
、
通
学
路
の
安
全
対
策
を

田
中
　
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

読�

売
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
地
域
活
性
化
・

道
徳
教
育

重
川
　
恭
年
（
絆
）

問�　

連
帯
保
証
人
に
対
し
て

の
対
応
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

文
書

で
協
力
を
求
め
て
い
る
。

問�　

現
時
点
で
、訴
訟
に
至
っ

て
い
な
い
滞
納
者
、
額
は
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

１
７

７
世
帯
、
約
４
、
４
８
０
万

円
。

問�　

対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

本
人

と
共
に
、
保
証
人
に
対
し
て

も
支
払
い
を
強
く
求
め
て
い

く
よ
う
検
討
し
た
い
。

問�　

家
賃
を
き
ち
ん
と
納
め

ら
れ
て
い
る
正
直
者
が
馬
鹿

を
見
る
よ
う
な
現
況
に
対
し

て
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
。

市
長�　

真
面
目
に
支
払
っ
て

い
る
方
に
申
し
訳
な
く
思

う
。
今
後
は
、
連
帯
保
証
人

へ
も
文
書
送
付
だ
け
で
な

く
、
電
話
や
出
向
い
て
対
応

す
る
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た

手
順
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

問�　

通
学
路
の
歩
道
整
備
、

ハ
ン
プ(

ス
ピ
ー
ド
を
抑
え

る
た
め
の
道
路
の
こ
ぶ)

の

設
置
、
面
的
な
道
路
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

土
木
都
市
建
設
部
長�　

通
学

路
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
、各
小
・

中
学
校
か
ら
５
０
０
ｍ
の
範

囲
内
は
平
成
26
年
度
完
了
予

定
。
５
０
０
ｍ
以
上
は
、
今

後
検
討
す
る
。
ハ
ン
プ
は
、

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
が
、

新
た
な
試
み
と
し
て
突
起
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
イ

メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
を
設
置
し
、

速
度
の
抑
制
に
努
め
る
。
面

的
な
道
路
対
策
は
、
宮
市
町

等
の
一
部
に
「
ゾ
ー
ン
30
」

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
事
故

の
減
少
を
期
待
し
て
い
る
。

登
録
制
度
も
取
り
入
れ
、
市

内
巡
り
、宿
泊
等
に
つ
な
げ
、

経
済
効
果
に
波
及
さ
せ
る
工

夫
も
必
要
と
思
う
が
い
か
が

か
。

教
育
部
長�　

今
の
段
階
で
は

従
前
方
法
を
踏
襲
し
た
い
。

問�　

現
在
非
常
に
中
心
市
街

地
が
疲
弊
し
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
部
長�　

空
店
舗
、

空
地
等
の
状
況
は
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
危
機
感
を
持

ち
、
補
助
や
助
成
制
度
も
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
で
活
性

化
に
向
け
鋭
意
努
力
し
た
い
。

要
望�　

そ
の
補
助
、
助
成
制

度
が
、
利
用
者
側
か
ら
す
れ

ば
非
常
に
使
い
づ
ら
い
、
改

善
は
出
来
な
い
か
。

問�　

教
育
の
ま
ち
、
防
府
の

道
徳
教
育
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
か
。

教
育
長�　

豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
心
の
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。

要
望�　

充
分
で
な
い
点
も
あ

る
の
で
更
な
る
推
進
を
望

む
。

黒ぬりの審議会会議録

読売マラソン
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　５月９日～ 17日に市内15地区で、議員が４班
に分かれて議会報告会を開催しました。各地区
で出された質問、意見、要望等の一部を要約し
て紹介します。詳しくは、議会ホームページを
ご覧下さい。
　なお、行政への意見・要望等については、次
号の議会だよりに掲載の予定です。

質問・意見・要望等 議 会 の 回 答

報告会に初めて参加したが、さっぱりわか
らないの
が本音だ。
報告会と
はどうい
ったもの
か。

今回で３回目ですが、１年間、議会でどういったことが議論されている
のか、どういった意見があったか、内容について地域の方々に説明をす
るために開催しているものです。あわせて地域の皆様のご意見を聞いて、
今後の議会活動に反映していくことを目的にしています。
出席者にわかりやすいように、説明の仕方や資料について、今後工夫し
てまいります。

インターネット中継はどのくらいの人が見
ているか。

インターネット中継は、平成２４年度にはライブ中継4,348件、録画中継
3,530件、合計7,878件のアクセスがありました。まだまだ宣伝が必要と
感じています。議会を傍聴し、議場の雰囲気を感じながら見ていただけ
ればと思います。

インターネット中継は、どこで、どうすれ
ば見られるのか。

インターネットが見られる環境で
あれば、自宅等で見られますし、
各公民館でも見られます。録画中
継は、図書館でも見られます。

議会だよりで、修正案に賛成反対などにつ
いての内容がわかりにくい。口で言うよう
な内容にしてほしい。

わかりやすい表現に改めてまいります。

議会の皆さんと自治会長との意見交換会を
やってもらいたいがどうか。

議会定例会ごとに、議会概要報告会として、議長ほか代表の議員と市自
治会連合会との意見交換の場を設けています。議員との意見交換会をご
希望であれば、議会懇談会※という制度を利用できます。

もっと議会の情報公開度を上げる努力をし
てもらいたい。

新たに議会交際費、政務調査(活動)費について、議会ホームページで公
表するようにしましたが、さらに情報公開に取り組んでいきます。

市議会議員に退職金はないのか。また、そ
れに代わるものはないか。

市議会議員には退職金はありません。また、それに代わるものもありま
せん。

※�議会懇談会は、市民団体や概ね10人以上の市民グループの申込みにより、市政や市議会に関することについて、議会と懇談
をするものです。議会懇談会の申込みは議会事務局へ。（0835-25-2182）

議 会 報 告 会
市民に開かれた議会へ

議 会 報 告 会

公民館のパソコンで
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議会日誌

編
集
後
記
（
表
紙
の
説
明
）

　

今
回
の
表
紙
は
議
会
報
告
会
の
様
子

を
紹
介
し
ま
し
た
。
議
員
が
４
班
に
分

か
れ
て
市
内
15
会
場
で
報
告
し
ま
し

た
。

　

市
議
会
議
員
が
議
員
個
人
と
し
て
で

は
な
く
、
議
会
と
い
う
公
の
立
場
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
す
る
と

い
う
「
議
会
報
告
会
」
を
始
め
て
、
３

年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
３
年
間
の
当

報
告
会
へ
の
参
加
者
を
見
て
い
ま
す

と
、
第
１
回
目
が
合
計
で
４
２
２
人
、

昨
年
の
２
回
目
が
４
０
５
人
、
今
年
が

４
３
０
人
と
確
実
に
定
着
し
て
き
た
感

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
自
治
会
連
合

会
の
方
々
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
報
告
内
容
、
手
法

に
つ
い
て
、
参
加
さ
れ
る
方
々
に
と
っ

て
よ
り
有
意
義
で
あ
る
よ
う
な
も
の
に

し
、
真
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
た

い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

◎
田
中
健
次　
　

木
村
一
彦

　
　

○
藤
村
こ
ず
え　

平
田
豊
民

　
　
　

安
藤
二
郎　
　

山
根
祐
二

　
　
　

上
田
和
夫

�

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

	 １日	 中小企業振興基本条例検討協議会

	 ９日	 議会報告会（富海・佐波・野島）

	10日	 議会報告会（牟礼・松崎）

	13日	 議会報告会（華浦・向島）

	14日	 議会報告会（新田・中関）

	15日	 議会報告会（勝間・右田）

	16日	 議会報告会（華城・小野）

		 議会改革の視察受け入れ（島根県浜田市）

	17日	 議会報告会（西浦・大道）

		 議会改革の視察受け入れ（兵庫県高砂市）

	28日	 総合交通体系調査特別委員会

	29日	 全員協議会

	30日	 中小企業振興基本条例検討協議会

		 山頭火ふるさと館検討協議会

	 ３日	 勉強会（補正予算等）

		  政務活動費説明会

	 ４日	 議会運営委員会

	 ５日	 議会改革推進協議会

	 ７日	 ６月定例会開会

		 広報編集委員会

	12日	 本会議（一般質問）

	13日	 本会議（一般質問）

	14日	 本会議（一般質問）

	17日	 本会議（一般質問）

		 議会運営委員会

	19日	 予算委員会（全体会）

	20日	� 総務・教育厚生・環境経済委員会・予算

委員会（分科会）

	25日	 議会運営委員会

		 予算委員会（全体会）

	26日	 議会改革推進協議会

	27日	 中小企業振興基本条例検討協議会

	28日	 ６月定例会閉会

		 広報編集委員会

	 ２日	 議会改革の視察受け入れ（福岡県朝倉市）

	12日	 議会改革推進協議会

	16日	 広報編集委員会

	17日	 中小企業振興基本条例検討協議会

	18日	 議会概要報告会

	22日	 議会改革の視察受け入れ（兵庫県稲美町）

	23日	 会派代表者会議

	25日	 広報編集委員会

	29日	 総合交通体系調査特別委員会

	31日	 広報編集委員会

 ５月

 ６月

 ７月

９月　5日　本会議（開会）
10日　上下水道事業決算特別委員会
11日　本会議（一般質問）
12日　本会議（一般質問）
13日　本会議（一般質問）
17日　本会議（一般質問）
19日　予算委員会（全体会）
20日　常任委員会・予算委員会分科会
	 　　（総務・教育厚生・環境経済）
25日　一般・特別会計決算特別委員会（総務）
26日　一般・特別会計決算特別委員会（教厚）
27日　一般・特別会計決算特別委員会（環経）

　
10月　1日　予算委員会（全体会）

  4日　本会議（閉会）

会議の開会時刻は、午前10時です。
なお、日程及び開会時刻は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

　議会事務局     TEL　（0835）25-2182　

９月定例議会の予定
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印刷　大村印刷株式会社「ほうふ市議会だより」は再生紙を使用しています。

「ほうふ市議会だより」アンケートの集計結果
〜 ご協力いただき、ありがとうございました！ 〜

　防府市議会では、市民の皆さまのご意見を参考に、より親しまれる内容にするため、ほうふ市議会
だより（平成25年５月15日発行）でアンケートを実施し、73人の方からご回答をいただきました。
このたび、アンケートの集計結果がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
　お寄せいただいた貴重なご意見を、市議会だよりの企画・編集や議会活動に活かしていきます。

◎期　間：平成25年５月15日から６月17日まで
◎件　数：73件（郵送47件、FAX19件、Eメール５件、持参２件）
◎年　齢：（20 〜 29歳）４％　（30 〜 39歳）４％　（40 〜 49歳）15％　（50 〜 59歳）15％　（60 〜 69歳）28％
　　　　　（70 〜 79歳）27％　（80歳以上）７％

主な意見
○�住んでいる場所（地区）に関する記事
○�市議会で決定したものが実際にどのように実現
しているかのレポートなど

○�各議員の活動を順番に連載してほしいです。理
解が深まると思います。

○�文字ばかりで引きつけるものがあまりない。一
般質問に出ている名前の写真を載せたり、名前
だけでは誰？という感じの所もある。（議員）

○�今回の焦点のような具体的な意見が読んでみた
い。

○�型通りの報告だけでなく、読もうとする意欲を
沸きたてる構成も大切では？

○�議案に賛成・反対した理由を会派ごとに説明し
てもらいたい。

○�防府市活性化のため、市内のＰＲ
○�高齢化にどう取り組むかなど、福祉関連の記事

主な意見
○�「焦点」では初めて知ることが多く、どちらの
意見も読めて良かった。
○�イラストを使った解説は、子どもたちにもわか
りやすく良かったです。
○�クールビズで議員さんも「幸せます」Ｔシャツ
を着て議会されてみてはどうでしょうか？
○�カラーでなくてもよいので、読みやすく、若者
でも興味を引くように。
○�賛否が分かれた議案に対する議員の態度一覧表
は、ぜひ必要である。
○�議会報告会、年に２，３回やってほしい。
○�人と自然の循環で未来に残したい財産の議論を
していただきたい。
○�もっと議会を身近に。若者の興味を引くように
お願いします。

市議会だよりを読んでいますか 市議会で議論された内容を
ご存知ですか　　　　　　読んでいない理由は何ですか

市議会だよりから市議会で議論された
内容がどの程度理解できますか

市議会で議論された内容は
何を通じて知りましたか　関心のある記事は何ですか

毎回
読んでいる

71％

時々
読んでいる
　22％

ほとんど
読んでいない
　　6％

はじめて読んだ
　　1％

ほとんど
わからない
　6％

よくわかる
26％

普通
67％

未回答
1％

読む
時間がない
　　40％

関心がない
　40％

内容が
わからない
　20％

議案の
概要
　23％

一般質問
42％議案に対する

議員の態度
　 24％

委員会の報告
9％

その他
　2％

知っている
　 27％

少しは知っている
　　　61％

ほとんど
知らない
　12％

市議会だより
79％

未回答
   2％

インターネット
議会中継
　　0％

議会　
報告会
0％

新聞・テレビ
13％

議員・会派の
広報紙　6％

どんな記事があれば読んでみたいですか ご意見・ご要望をご自由にお書きください


